
7018A 70ク ロノ グ ラ フ

1)仕  様

機 械 落径

機 械 厚 ミ

テ ンプ振 動 数

自 動 巻

27.00mm

5.90mm

21,600回 /日寺

カ レンダーー  (日 イ寸、 曜 日、 曜文 字 不日英

切 換機 構 、 リュ ウ ズ回転 式 日修 正

プ ッシ ュ式 曜修 正 機 構 )

ク ロ ノ グ ラ フ

(秒針 、分 針 30分計 、積 算 )

2)特  長

合 理 的 設 計 の キ ャ リバ ー 7019に ク ロ ノ グ ラ

フ機 構 を附 加 しま した。

従 来 の ク ロ ノ グ ラ フ時 計 と比 べ て薄 型 で か つ

機 構 が簡 単 なの で 、分 解 組 立 も しや す く特 別

に厳 密 な調 整 をす る必 要 が あ りませ ん。 その

ため精 度 の安 定 1生 もす ぐれ て い ます。

使 い易 い ク ロノ グ ラ フ装 置

秒 針 、 30分計 針 が第一 ボ タ ン を押 す こ とに よ

リス ター ト、 ス トップ して 、 日寺間 を言十る こ と

が で き ます。 さ ら |こ 計 源り日寺1間 の不責算 も■↑きる

本 格 的 な時 計 です。

3)分 解 ・ 組 立

分解 は図の番号①― ⑩の順序 に分解 して くだ

さ い。

組 立 は 図 の 番 号 ⑩ → ① の 順 序 に組 み 立 て て く

だ さ い。

4)注  油

図 の 中 で次 の記 号 は油 の種 類 、量 、注 油 箇

所 を示 します。

種 類

け メー ビス A
‐ セ イ コー ウ ォ ッチ油 S-4

注 油 量

―
多め に

~標 準 量

‐ 極 く少 量

注 )オ旨示 の な い箇所 ιこは注 7由 の必 要 が あ りま

く士ノレ。

L-7t > t-

ボ タ ン部 の 構 造

ガラス

ガラス リング

′■ンキ ン

受 リ ン グ

ボタン止 メワ

作 助 レパ ー

復 針 レバ ーボ タンバ ネ

ボ タンパ ッキ ン
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7o18Aヵ レンダー機構

¨

く秒 針 ク ロ ノ グラ フ分 針 の 取 付 け方 >

① 第 ニ ボ タ ン を押 し、復 針 をお こ な い な が ら

針 を 0位置 に合 わせ て軽 く押 しこ ん で くだ

さ しヽ。

② 次 に再 度 、復 針 をお こ な っ て 0位置 を点 検

して ズ レて い る場 合 ιま、復 針 レバ ニ を押 し

た ま まで針 を回転 させ て修 正 して くだ さ い

③ O位置 が合 っ た とこ ろ で完 全 に押 込 ん で く

だ さ ψヽ。

⊂)日送車止ネジ

く)III送ツメ

⊂)日車押工止ネジ(2本

@e+++-

C)日躍制レパ

⑬
日 車

⑭
日 送 ツ

⊂)中間■

にD日送車

@t*t#=,-,t-/{+(B),!+t

⊂)曜修正レバーバネ(B)

C)切 換 機 構 7∞ 5Aを ご参 照 く

13番 下 座 取 付 の 際 、 地 IIIの

|サ ラ イ に ド座 の 頭 部 を あ て

|て 位 置 決 め し ま す 。

文 字 板 を着 脱 す る際 は ピ ン

を 90・ ～ 150° 回 して ください。

(組 立 ) (分 解 )

②愉 鬱

秒 針 軸 、 ク ロ ノ グ ラ フ分 針

軸
`ま

図 の よ うに 4面 が カ ッ

トされ て い ます の で 、完 全

にオ甲込 ん で か ら秒 針 、 ク ロ

ノ グ ラ フ分 針 の位 置 を ズ ラ

します と針 ユ ル ミの 原 因 に

な ります。

磯群:(曇
ノグラフ分針GD

針 取付 の 際 は 、必 ず 70ス ピー ドタ イマ ー

専 用機 械 台 (S-510)の 中心 ピ ン を金 メ

ッキ ピ ン(S-511)|こ 取替 後 ご使 用 くだ

さ い。

機 械 台 ま た は所 定 の ビ ン を使 用 せ ず 、針

取 付 をお こな い ます と、軸 の 曲 りや受 の

ソ リ等 が発 生 す る こ とが あ ります。

文 字 板 ②

//―
一 字種 リング③

奮
一

ふ

曜 車 押 工
④

車⑤

レ バ ー 止 ネ ジ (2本 )()

曜躍制レバーcD

正 レ バ ー 止 ネ シ
⑩

曜修正レパーcD

曜修正レバーバネ(A)C)

簡車C⊃

オシ ドリピン

(分解時のり主意)

地板 に打 ち込 ん で

あ る ため 抜 け ませ ん :

¬

裏 ブ タ式 ケー スの場 合 に は

で オ ン ドリの一 部 が見 え ま

巻 真 を抜 い て くだ さ い。

、 リュ ウ ズ 3段 目

す。 これ を押 して

「
―   パき   つ

文 字 板 止 ピ ン
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7018A 自 動 巻 ク ロノ グ ラ フ機 構

(組立時の注つ

(組立時の注意 )

回 転 錘 の 取 付 け位 置

⊂)一番伝工車

⊂)マ ジ ックレバ ー

⊂ )角 穴 ネ ジ

∈ )角 穴 車

⊂)受ネジ(3本

⊂)一番受

C)伝工押エ

にD復針レバー

回転錘cD

―ボ ー ル ベ ア リ ン ク
｀
内 輪 が 内 ネ ジ に な っ て い ま

す 。 大 き 誉 ドラ イバ ー を使 っ て 十 分 締 め て く

だ さ い。 ま た 回 転 錘 を と りつ け る 祭 は 、 回 転

錘 の 0と 一 番 伝 工 車 の Oを つ き あ わ せ て (O
O)ネ ジ締 め を して くだ さ い。 こ の 位 置 で 最

も よ い巻 _Lげ 効 率 が 得 ら″しま す 。    (左 図 )

二 番 伝 工 車 止 ネ ジ (左 ネ シ )CD

周 に 注 ′由 し ま す 。

④ ～⑫
7018A-6
ベージ参 照

⊂)作動レバー止ネジーーーーヽ、

@rcn r "-'*7-
⊂)分停止レバー

C)復針規正レバー
⑭孫而

…
∋

組み方   はず し方

嘔 Dク ロ ノ

に Dク
ロ ノ

①
二 番 草

,-tp4-2(2*)
グ ラ フ 受

i◎Q
くヽ 1

自動 巻 部 へ の 注 油 は セ イ コー ウ ォ /チ 油 S

4を 注 油 して くだ さ い。 特 に一 番 伝 工 車 、 三

番 伝 工 車 ´ヽ の 注 油 は 重 要 で す の で 、 多 め に S
-4を 注 油 して くだ さ い。

4tsb2'r-@D

発停レバー(D
作動カム∈D

作動 カムはあ |,か じめ
~ド

図の よ

うに組 み込 んでおいて /1′っ受 11

セ ッ トして くだ さい。

ョハゼ(D

秒クロノグラフ車嘔D
(組立時の注意)

ク ロ ノ ク ラ フ 車 秒

針 車由̂、 の 注 ツ山
`ま

V
溝 に 注 油 して くだ

さ い。 カ ナ の 方 に

,由 力ヽ 充オしな υヽ よ う

に ,li′ ま し て くだ さ

い。 ク ラ ′,リ ン

グ と ク ラ ッチ バ ネ

と の す省援助音5`■
`ま

、

S-4を 3卓 ほ ど

注 油 し て くだ さ い

C)2ク ロングラフ車

(分解 組立 時の注⇒

分 マ 十 ソバ ネ を分

マ サ ′ビ ンか ら は

ず ヒ た状 態 で 、 分

饉訂工
「

と

')金

十車由と′つ

分 H~4組 立 を し ます 。

分 (事 止 板 へ の 注 油

ιよ、 油 筆 で 全 周 に

S-4を 注 油 し て

くだ さ い。

(組立時の注意)
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70:8Aク ロ ノ グ ラ フ機 構

5)ク ロ ノ グ ラ フ機 構 の 作 動

発  進

第一 ボ タ ン (発進 ボ タ ン)を 押 す と作 動 レバ

ー に よ り作 動 カム ラチ ェ ッ ト歯 が一 歯 送 られ

発 停 レバ ー が作 動 カム凸部 で押 し拡 げ られ 、

イ .秒 ク ロ ノ グ ラフ車 は

ク ラ ッチ リン グか ら離 れ 、 ク ラ ッチ リン グは

ク ラ ッチバ ネ に よ り四番 車 に押 しつ け られ て

秒 針 が動 きは じめ ます。

口 .分 ク ロ ノ グ ラ フ車 は

発 停 レバ ー に よ り、分 停 止 レバ ー が分 停 止 板

か ら離 れ 、分 マ サ ツバ ネのマ サ ツ に よ リク ロ

ノ グ ラ フ分 針 が動 きは じめ ます。 (図 -1)

停  止

発 進 の状 態 で第一 ボ タ ン を押 す と発 停 レバ ー

が作 動 カ ンヽ の 凹部 に落 ちて ク ラ ッチ リン グ を

持 ち あげ ます。

イ .秒 ク ロ ノ グ ラ フ車 は

ク ラ ッチ リン グ を持 ち上 げ 、 ク ラ ッチ リン グ

は 四番 車 か ら離 れ秒 針 が止 ります。

四 番 車 は そ の ま ま回転 し続 け ます。

口 .分 ク ロ ノ グ ラ フ車 は

分 停 止 レバ ー が発 停 レバ ー か ら離 れ 、分 停 止

板 を押 しつ け て ク ロ ノ グ ラフ分 針 が止 ります。

分 歯 車 は その ま ま回転 し続 け ます。 (図 -2)

積  算

停 止 の状 態 で更 に第一 ボ タ ン を押 す と再 び 、

図 -1の 状 態 に戻 ります。 秒 針 は その位 置 か

ら再 び発 進 し計 測 時 間 は積 算 され ます。

復  針

第 ニ ボ タ ン (復針 ボ タ

ー が作 動 し、 秒 ハ ー ト

た た い て 秒 針 、 ク ロ ノ

展 し ま す 。

ン)を 押 す と復 針 レバ

カム 、分 ハ ー トカ ム を

グラ フ分 針 を 0位置 に

(図 -3)

な

分 停 止 レ バ ー

第 一 ボ タ ン (2時 方 向 )

作 動 レバ ー発 停 レ パ ー

復 針 規 正 レバ ー

作 動 カ ム

発 停 レパ ー

分 クロノグラフ軍

分 停 止 レパ ー (秒 クロノグラフ車 )

図 -1

秒 クロノグラフ車

(分 クロノグラフ車 )

f針
レ↑翼ニボタン＼

(4時 方 向 )

復 金|レ バ ー
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7018Aク ロ ノ グ ラ フ機 構

秒 ク ロノ グ ラ フ車

秒 ク ロ ノ グ ラ フ車 は四番 車 (四番 歯 車 ・ カナ )

とク ラ ッチ リン グ、 クラ ッチバ ネ 、秒 ハ ー ト

カ ム を もっ た秒 針 軸 とか ら構 成 され て い ます。

ク ラ ッチバ ネ に よ リク ラ ッチ リン グが 四番 車

に押 しつ け られ て い る時 は四番 車 と秒 針 軸 は

一 体 とな っ て 回 リク ラ ッチ リン グが 四番 車 か

ら離 され る と秒 針 軸 は止 っ て 四番 車 の み単 体

で回 ります。

分 クロ ノ グ ラ フ車

分 ク ロ ノ グ ラ フ車 は ク ロ ノ グ ラ フ分 針 軸 (分

ハ ー トカ ム 、分 停 止 板 、ク ロ ノ グ ラ フ分 針 軸 )

と、分 歯 車 (分歯 車体 、分 歯 車 ブ ッシュ )、 分

マ サ ツバ ネ か ら構 成 され て い ます。 分 歯 車 は

分 ′ヽサ ツバ ネ に よ り、 ク ロ ノ グ ラ フ分 針 軸 と

一 体 とな っ て回 り、 ク ロ ノ グ ラ フ分 針 軸 がイ亭

止状 態 の と きは分 マ サ ツバ ネ と、 ク ロ ノ グ ラ

フ分 針 軸 との 間 で ス リ ップ して分 歯 車 の み単

体 で回 ります。

6)ク ロノ グラ フ点検

組 立 後 、 次 の項 目 をチ ェ ッ ク して くだ さ い。

① 発 針 、復 針 の作 動 具 合 は よい か。

発 進 、停 止 の繰 返 しをお こな い確 認 して く

だ さ い 。

②秒針の取付指示誤差はないか。

③ 秒 針 を停 止 させ た と き テ ン プ も止 ら な い か 。

ゼ ンマ イ を全 巻 き に して 、運 針 させ た後 、

秒 針 を停 止 させ て くだ さ い。

秒ハ ー トヵム

クラッチバ ネ

クラ ッチ リング

秒 ク ロ ノ グ ラ フ 車

図 -4

一 分 ′ヽ ― トカ ム

分 停 止 板

分 マ サ ツ ′ ネヾ

分 歯 車

ク ロ ノ グ ラ フ分 針 中自

図 -5

分 クロノグラフ車
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7018A輪 列 脱 進 調 速 機 構

⊂)ク ロノグラフ受ネジ

①――――■鯰 |

⊂)ク ロノグラフ受

G)=番車

0)分クロングラフ車

CDテ ンプ受

C)ヒゲ持ネジ

a)テ ンプ

(Dアンクル受ネシ(2本 )

延Dアンクル受

C)ア ンクル

二 番 受 ネ シ
①

T番 受
①

香箱車cD
(分 解 組 立 時 の 注 意 )

香箱 車 は分 解 す る必 要 は あ りま

せ ん。 万 一 分 解 洗 條 した場 合 は

S-3,由 を注 油 して く だ さ い。

二 番 車
①

(分 解組立時 の注意D

/__文 字板止 ピン

文字 板 を着 脱 す る際 は ビ ジ

を90・ -150° Li]し て くだ さい。

(組 立 )(分 解

'

●● 辟

頭
螺

:議
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7018A

7)自 動 巻 機 構 の 力 の 伝 達

回転 錘 → 一 番 伝 工車 → マ ジ ック レバ ー→

→ 二 番 伝 工車→ 角 穴 車→  ゼ ンマ イ

角 穴 車 の穴 と香箱 真 上 部 は D形状 に な っ て い

ます の で 、角 を合 わせ て組 み 込 ん で くだ さ い。

(図 -6)

8)切 換 、 日修 正 機 構

リュ ウ ズー 段 目 :フ リー の 状 態 で す 。

(図 -7)

リュ ウ ズニ 段 目 :ツ ヅ ミ車 の ラ チ エ ッ ト歯 が

日車 の 歯 とか み あ っ て 、 こ

こ で リュ ウ ズ を左 に 回 わ せ

`ぎ

日1多IEが てヽ き ま
―
す。

(図 -8)

リュ ウ ズ三 段 目 :ツ ヅ ミ車 は 日 ノ 裏 車 とか み

あ い針 合 わ せ が で き ま す 。

針 合 わ せ は 時 計 方 向 で お こ

な い ま す 。

(小鉄 車 は あ り ませ ん )

(図 -9)

リ ュ ウ ズ  プ ッ シ ュ :オ シ ド リの 先 端 が 曜 修

正 レパ ー を 回 転 させ 曜 星 車 の 歯 を一

歯 ず つ 送 り ま す 。 (図 -10)

図 -7

図 -8

図 -9
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